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「模倣」 にお ける社会化 と主体性 に 関す る
一

考察

酒本絵梨子　　（東京学芸 大学連 合大学院）

1．問題 の 所在 と目的

　社会化 とは 、 個人が 当該集 団の 容認 す

る社会的行 動 を習得す る こ とに よ っ て 、

集 団 へ の 適 応 を 学 習 す る 過 程

（M ．ENimkoff，1964）や 、社会の
一

メ

ン バ ー
に な っ て い く全体的過程、つ ま り

成員性 の 獲得 （M ．Mead
，
1928 ） な どを

指す。柴野 に よれ ばこ れ らの 社会化概念

は   成員性 の 習得、  学習 、  他者 との

相互 作用 を通 し て パ ー ソ ナ リテ ィ を社

会体系 に結び付 ける過程 、  社会体 系 の

維 持存続 にか か わ る機能的要 因 、
の 4

点に ま とめ られ る と言 われて い る 。 ま た 、

パ ー
ソナ リテ ィ 形 成 とい う視 点 か ら見

れ ば、社会化 は成員性の 獲得 を重視す る

パ ー
ソナ リテ ィ形 成過程 の

一
側面で あ

る と言え る （柴野 ，
1977）。

　 こ の 社 会 化 の 学 習 の 方 法 と し て 模倣

が 挙 げられ る。幼児 に見 られ る言語活 動

の 習得や 、基本 的 な生活 習慣 をは じめ、

さま ざま な身体技法が 模倣 に よ っ て 獲

得 されて い る （伊野 ，小 林他 ，
20e2 ）。

　模倣は Murphy らに よれ ば模倣 の プ

ロ セ ス を分 析 す るた めに暫 定的 な試 案

として 、a）条件づ け られ た反 応 タイプ の

模倣 、
b）試行錯誤期 に続く模倣 、

c）熟慮

に よ る模倣 の 3 つ の タイ プ に分類 で き

る （Murphy ＆Murphy
，
1931 ）。 さらに

内藤は、模倣 内容 にっ い て の 意識や他 人

に よ る評価 へ の 配 慮の 有無 を決定因 と

し、社会行動 と して こ れ らの Murphy

らが分類 した 3 つ の タイ プ を a）一無意

識 的模倣 、b）・c）一意識 的模 倣 と区別 し

て い る （内藤 ，
2001 ）。

　 こ の 模倣内容 につ い て の 意識 や他人

に よ る評価 へ の 配慮の 無い 無意識的模

倣は 、諸個人 の 内に定着 して い る知覚 ・

思考 ・実践行動を持続的に生み だす性 向

で あ る 「ハ ビ トゥ ス 」 （Bourdie，1988）

や 「習慣」 の 学習 として 理解 し得 る 。 し

か しなが ら、 社会化が パ ー
ソナ リテ ィ の

形成 の
一

側面で ある とする な らば 、主体

に意識 され ない 「ハ ビ トゥス 」や 「習慣」

は柴野 が ま とめた社会化概念の   に 当

た る社会体系に結び 付け る パ ー
ソナ リ

テ ィ を形 成 し うるの だろ うか 。

　そ こで 本研 究は 、身体的 な無意識的模

倣 を対象 とし、特に 「引き込み 」 とい う

現象を手掛か りに 、無意識的模倣が パ ー

ソナ リテ ィ 形成 にお い て どの よ うな意

味を持 っ て い る の か検討 を行 う。

　 2．無 意識 的な模倣 と　「引き込 み 」

　無意識 的 な運動 とい え ば 、 まず反射 を

挙 げる こ とが で きるが
、 本研 究 で は こ の

よ うな生理学的、解剖 学的な視点に よる

検討 ではな く、意識 的 ・意志的な もの に

対 して 、抑制 不可 能性 に関す る視点 か ら

の 検討 で あ り 、 生 理学的 な反射 を含ま な

い こ とを 、 先に述 べ て お く。

　無意識 的な運動 の
一

つ に 「引き込み 」

が ある。こ の 現象は何 らかの 対象の 勤 き

に合 わせ て 、本人 の 意思 とは無 関係 に生

じる身体反応の こ と で ある（貫 ，
1998 ）。

こ の 「引 き込み 」 とい う用 語 は心理 学者

で あ る コ ン ドン が、対 話場 面 におい て 、

話 し手 の 音声 に反 して 自身の 身体 の 微
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細な動 きが 同期 し、さ らにそ の 動 き に聞

き手の 身体 も同期 して い るこ とを発見

し 、 これ を 「引き込み 」現象 と名付 けた

こ とに 由来する 。 渡辺 は こ の コ ン ドン の

対話 にお け る 「引き込 み 」 の 中で 、 「頷

き」が了解の意味で 交換 され る もの で は

な く、相手 の言葉が終 らない うちか ら開

始 され て い る こ とを発見 した （渡

辺 ，
1997 ）。また 、舞踊 を見 る際の 「引 き

込 み 」 の 有無を測定 したの が 、 尼 ヶ 崎 、

貫 らの 研 究で あ る （尼崎 ，貫 ，譲原 ，
1998）。

こ の 研 究 で は 、外部の 時 問パ ターン に 同

調する よ うに身体内部の 時聞パ タ
ー

ン

を調節す る作業が見 られ 、
こ れ を 、

「引

き込み」に他 な らない と して い る 。 こ の

舞踊 を見 る際の 具体的 な身体運動 と し

て 、貫は 音楽 に合わせ て体 を揺 らす 、ロ

ッ ク会場で タテ 乗 りを して い る聴衆や

舞踊を見 て リズ ミカ ル な動きにか らだ

が っ られる こ とな どが挙げ、特に 模倣的

な運動に焦点を当て た 例 と して 、東映や

くざ映画を見た後の観客が肩を怒 ら し

て 映画館を出て くる場合や 、
ピナ （Pina

Bausch
，独 の バ レ エ ダン サ ー1940−2009）

の 作品 を見た観 客が終演 後 、 ダ ン ザーの

動 きをまね る場合 な どを挙げ て い る 。
こ

れ らの 現象 を受けて 、 尼 ヶ崎は 、

’
「引き

込 み 」とは相手 の 身体フ レーズ を読み 取

り、それ に 自分 の 身体フ レーズ を 同調 さ

せ て い る と し、主客 が交替 して信 号 を送

り合 うの で はな く、発話 主体 で あ る相 手

に
一

体化 し て 同時に 主体で あ ろ うと し

て い る と解釈 して い る。

　 タル ドに よれ ば模倣 とは 「一つ の 精神

か ら他 の 精神 へ の 『イ メージ の 転 写』」

と して 定 義 され て い る （Targe，1890）。

こ の タル ドの 定義を用 い れ ば 、 時間パ タ

ー
ン や身体フ レーズ とい っ た

一
っ の イ

メ
ージ に同調す る とい う 「引き込み 」は

模倣で ある と言 える。また 、内藤の 模倣

内容 へ の 意識や他 人 に よる評価 へ の 配

慮 とい う決定 因 を用 い れ ば、「引き込 み 」

は 無意識の うち に行われ る身体的同調

で あるか ら、無意識的模倣 と して 分類す

る こ とがで きる だ ろ う。

　 こ の 「引 き込 み」 とい う概念か ら検討

す る こ と に よ っ て 、無意識的に相手 に 引

き込 まれ模倣す るこ とは、相手 と
一

体化

して 、同時に主体で あろ うとす る行 為だ

と解釈で きる 。
「主体

一
客体」 とい う関

係 で はな く、自分 と相手 が主体で あろ う

と して い る と言 える だ ろ う。

　 こ の 自分 と相手 が主 体で あ ろ うとす

る とは どの よ うな意味を持 っ て い る の

だ ろ うか 。 清水は J ・F フ ィ ヒ テ の 身体

論 ・承認 に 関す る議論を基 に 、相手が 自

分 と同様の 身体 を持 っ て い る と認識す

るな ら、自分 と同類の もの で ある と理解

し、こ の 相互作用 ・相互承認 に よっ て 「自

己 意識」 「自覚」 が 生 じ て い くと述 べ て

い る （清水 ，1997 ）。清水 の 論か らこ の 「引

き込み」を検 討 して み ると、発話 主体 で

あ る相手に
一

体化 して 同時の 主体で あ

ろ うとす る、こ の 行為 は フ ィ ヒ テ の い う

相 手 と自分が 同様で あ る と認識する と

い う行為 と して解釈す る こ とがで きる 。

　 3．ま とめ

　無意識的模倣 には主体に意識 され な

い 「ハ ビ トゥ ス 」や 「習慣」 の 獲得の 他

に 、無 意識的模倣で あ る 「引き込み」 と

い う現象 か ら検討す る こ とで 「自己認 識」

「自覚」とい うパ ー
ソナ リテ ィ を形成す

る行 為 として 解釈す る こ とが で きる 。
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